
Code社   
2D Revolution と Cortex Decoder 

CortexDecoderは Code社の 1次元/2次元コードのデコー
ダーソフトです。 Code社のあらゆるリーダーに 搭載されて
います。 
また、スマートフォンなども含め 全てのプラットフォームとオ
ペレーティングシステム iOS, Android, Windows, Linux に 高
性能に対応しております。 

2D Revolution は Code社の One of Division です。 
https://2drevolution.com/ 

Code社は 1996年 米国 Salt Lake Cityで創業。 
二次元コード専業。 
特にHealthcare関係は 業界トップ。 
Dual Optics/Anti-Glare などの多くの特許。 
120名を超す グローバル企業。 

Android 端末バーコードリーダーの商品化 

斯業界において 先駆者の各社が従来のハンディーターミナルに加えて  モバイル端末を
商品化し 徐々に製品発表している。 
そのような状況下 既に自社製品向け とは言え 絶大なる実績を誇る Cortex Decoder ソフト
も 既製品として持っており、そのアプリケーションには手探り状態であったところ  電子カル
テで著名な会社との出会いがあり、 アプリケーションを含めての協力を頂いて Android機 
の供給体制も確立したため、従来のハンディーターミナルCR3600に 加えて販売していくこ
ととした。 もちろん、既存のデンソー製品も販売中である。 
 
 
従前は、スマホに バーコードリーダー エンジンを搭載した ジャケットを着せたものが 主体
であったが、この方式だと どうしてもハードウェアの為に コスト削減は 限定的である。(次
ページに詳細記述） また、スマホの新製品が出ると その都度ジャケットサイズを新たに 変
更せねばならない。 それらの難題を解決したのが ACD６２６ である。 
 
また、デコードソフトだけの販売も行うこととしており、 ユーザー側から見てみると、 既に自
前のスマホに デコード ソフトウェアをインストールするだけでもよい。 
新規にスマホを購入する場合でも スマホの代金は SIMフリーであれば かなり安い。 
ということで、 従来のハンディーターミナル 等に比べて はるかに 安価に 導入出来る状態
になった。 
 

https://2drevolution.com/
https://2drevolution.com/


従来の ハンディーターミナル 
スマホ＋ジャケット   他 

• 従来のハンディーターミナル 

– Densoなどで代表される。 

 

 

 

• スマホ＋ ジャケット 
–  ジャケットを着せる。 

  

 
–ジャケット代＝40K(1D)～60K(2D) 

• スマホ＋ エンジン 
–スマホ（Android)に エンジンを組込む。 

 

 

 

–エンジン代が付加＋その設計費  

 



Mobility Barcode Reader 分野に関する 
Code社の取組み 

• iPhone 用のスレッド(ジャケット）の販売: 
CR4405/CR4300 

           for iPhone6/6s,iPOD6 

•Handy Terminal CR3600  

–画面は小さいが ハンドグリップで使い易い。 

–従来の一次元HTとどっこいの価格帯。 

–アプリソフトは 簡単 

–カラー液晶 その他。  

 

• iPhone & Android端末にデコードソフトの
install. Windows/Linuxにも。 

                      CortexDecoder 

•Android に CR8000 engine を搭載 

     CR4900 

 

•AndroidとCortex Decoder を 商品化 

     モデル ACD-626 
           アプリ開発がキー！ サポートします。 

 



高い信頼性と汎用性を実現したCortex DecoderとAndroid端末との組
合せにより、高性能かつ 革新的な バーコードスキャニングシステム
を提供します。  
従来のハンディーターミナルに比べても 大幅にコストダウンを図るこ
とが出来、なおかつ スマートフォンのすべての利便性を 損なうこと無

く、高速なデコード能力、多種なコードに対応し、かつ印字にダメージ
を負っていても読取することが出来ます。  
また、 スマートフォンにジャケットを被せて 読取る方式よりも更にさら
に 安価に対応が出来ます。 
何といっても ジャケットのようなハードも 必要としないのですから。。。 
 
本Android バーコードリーダー端末は、電子カルテのサプライヤとし
て名高い企業とも連携しており、かつ 徐々にそういった SIの方との 

連携を進めているところで 一部  商品化進行中です。  

バーコード二次元コード郵
便コードそして DPMも高速

読取。 

低品質、曲面に印字、ま
たは ダメージを負ったコー
ドでも読取可能 

Android機の内蔵カメラを利用

しているので、高解像度なお
かつ大画面で生画像を表示
できます。 

Android 端末 バーコードリーダー 

品質の悪いコードでも読取可能です。 

実際の読取画面 Android 機の設定画面 

Android 機の設定画面。大変広範

囲での設定が可能です。連続読
取/自動焦点/コード選択/読取確
認/ビープ/バイブなど。 

高精細で読取 

ターゲットマークが点いているので簡単読取。  
また、Androidのカメラ解像度が90万画素以上あるの
で 小さなｺｰﾄﾞも読取れます。 通常リーダーのHDバー
ジョン並みの能力です。  

Model  ACD-626 
             PinkとBlue から選択 



Android  仕  様 

製品名 Desire  

OS(発売時点) Android 5.1 

ディスプレイ 約5.0インチ  Super LCD2 

解像度 1280×720, HD 

CPU(SoC) Snapdragon 410 (1.2GHz, クアッドコア) 

グラフィックス機能 Adreno 306 / 450MHz 

メインメモリ(RAM) 2GB 

ストレージ(ROM) 16GB(eMMC) 

その他ストレージ Googleドライブ100GB(2年間無料版) 

外部メディア規格 
microSDXC(200GB) 

microSDXCカードスロットは理論値で2TB, 市販品で200GBま
で動作検証済 

カメラ 
[╠ ]500҆ (F2.8) 
[ ]1300҆ (F2.2) 

Wifi IEEE802.11 b/g/n   (2.4GHz) 

Bluetooth Bluetooth 4.1 

NFC NFC   * 

GPS GPS 

センサー類 
加速度センサー / 近接センサー 
環境光センサー / 磁気センサー 

SIMタイプ nanoSIM  * 

ネットワーク周波数帯 
[LTE Band] : B1/B3/B5/B7/B8/B19/B28  

[W-CDMA Band] : B1/B5/B6/B8/B19 

連続通話時間 約541分(3G) 

連続待受時間   約451時間(3G) / 約400時間(4G) 

防水/防塵 – 

サウンド機能 前面スピーカー(モノラル) デジタルマイク内蔵 

バッテリー容量 2000mAh 

幅(W)×高さ(H)×厚さ(D) 約146.9 ×70.9 ×8.19mm 

重量 約140g 

価格   

本体カラー マカロンピンク・マリーンブルー 

*  SIM/NFC はオプションです。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/B0160OVF7G/ref=as_li_ss_tl?ie=UTF8&camp=247&creative=7399&creativeASIN=B0160OVF7G&linkCode=as2&tag=section092501-22


あらゆる業種に対応する汎用性 
Cortex Decoderは、病院内の運用において印字品質が劣化したラベル

のバーコードや、工場内の部品管理に利用される高密度な二次元コー

ドの両方を読取するために作られました。 

小売            製造           流通             医療 


